
県立高等学校専攻科の存続を求める鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会の
陳情について

平成１９年１２月２１日
高 等 学 校 課

１ 設置校
倉吉東高等学校専攻科（昭和３６年４月設置）
鳥取東高等学校専攻科（昭和３４年４月設置）
米子東高等学校専攻科（昭和３５年４月設置）

２ 経 過
（１） 平成１７年６月定例県議会において、鳥取県私立学校協会からの陳情「県立高等

学校専攻科の廃止について」が研究留保
（２） 県立高等学校ＰＴＡ会長が連名で、「県立高等学校専攻科の存続について」要望

書を提出（東部地区：６月、中・西部地区：８月）
（３） 平成１７年９月定例県議会において､「県立高等学校専攻科の存廃に関する決議」

１ 募集定員は、平成１７年度より１校あたり少なくとも１０人減とすること。
２ 少なくとも平成２０年度までに、専攻科を廃止すること。ただし、中部地

区については、私立予備校の現状を踏まえ、専攻科の存廃を含めて検討を
進めること。

３ 特定の高等学校以外の高等学校の卒業生にも入りやすい選抜方法の改善に
努めること。

４ 授業料については、所得に応じた負担軽減や私立予備校との格差是正を含
めた改革を早急に行うこと。

（４） 平成１７年１１月、「県立高等学校専攻科の廃止・縮小について」決定

○鳥取東高等学校と米子東高等学校の専攻科については、平成１８年度から
募集定員を､５０人（△１０人）とした上で３年間募集を継続し、平成２１
年度から募集停止とする。

○倉吉東高等学校については、平成１８年度から募集定員を､７０人(△１０
人）とした上で３年間募集を継続する。その後の存廃については、当該地区
の生徒のニーズ等を勘案しながら、平成２０年度までに判断を行う。

３ 現 状
（１) 平成１９年１１月９日、鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会長が、教育長に対し

「鳥取東高等学校、倉吉東高等学校、米子東高等学校に設置されている専攻科の存
続について」陳情
※その他の提出先： 県議会議長・教育民生常任委員会委員長（１１月８日）

知事（１１月９日）
（２） 平成１９年１２月４日、教育民生常任委員会において陳情に関する勉強会

（県教育委員会に対して）
（３) 平成１９年１２月６日、教育民生常任委員会において陳情に関する勉強会

（鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会に対して）
（４） 平成１９年１２月１８日、定例県議会において、鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会長

からの陳情「鳥取東高等学校、倉吉東高等学校、米子東高等学校に設置されている
専攻科の存続について」が研究留保

４ 今後の対応
陳情の採否を決定し、相手方に通知

鳥取県教育委員会会議規則（昭和31年教育委員会規則第13号）
第26条 請願および陳情があったときは、委員長は会議にはかって採否を決定

する。
鳥取県教育委員会請願規則（昭和55年教育委員会規則第２号）

第３条 請願書が提出されたときは、委員会はその採択の可否を決め、審査の
結果を教育長を経て請願者に通知するものとする。

第５条 陳情書、歎願書等請願書に類するものにもこの規則を適用する。

協議事項１
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